
ふ
た

い

ま
さ

み
つ

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者

二

井

將

光

専
攻
学
科
目

生
化
学
・
薬
学

生

年

月

昭
和
一
五
年

五
月

略

歴

昭
和
三
九
年

三
月

東
京
大
学
薬
学
部
製
薬
化
学
科
卒
業

同

四
四
年

三
月

東
京
大
学
大
学
院
薬
学
系
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同

四
四
年

三
月

薬
学
博
士

同

四
五
年
一
〇
月

米
国
ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
マ
ッ
カ
ー
ド
ル
が
ん
研
究
所
博
士
研
究
員

同

四
七
年

三
月

米
国
コ
ー
ネ
ル
大
学
生
化
学
分
子
生
物
学
研
究
室
研
究
員

同

五
二
年
一
〇
月

岡
山
大
学
薬
学
部
教
授

同

六
〇
年

四
月

大
阪
大
学
産
業
科
学
研
究
所
教
授

平
成
一
六
年

四
月

大
阪
大
学
名
誉
教
授

同

一
九
年

四
月

岩
手
医
科
大
学
薬
学
部
長
・
教
授
（
現
在
に
至
る
）

九



薬
学
博
士
二
井
將
光
氏
の
「
生
物
エ
ネ
ル
ギ
ー

生
産
（
転
換
）
機
構
の
研
究
」
に
対
す
る
授
賞

審
査
要
旨

「
生
物
が
い
か
に
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
産
し
、
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い
る

か
」
と
い
う
疑
問
に
答
え
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
す
る
べ
く
、
二
井

將
光
氏
は
研
究
を
続
け
て
き
た
。
生
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
葉
緑
体
が
炭
酸
ガ

ス
と
水
を
糖
（
グ
ル
コ
ー
ス
）
と
酸
素
に
変
え
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
多
く
の

生
物
は
、
グ
ル
コ
ー
ス
か
ら
解
糖
系
を
通
じ
て
還
元
力
を
取
り
出
し
、
電
子
伝

達
鎖
が
形
成
す
るH

＋

の
勾
配
に
よ
っ
て
、A

T
P

合
成
酵
素
（F-A

T
Pase

）
を
駆

動
し
、A

T
P

（
ア
デ
ノ
シ
ン
三
リ
ン
酸
）
を
合
成
し
て
い
る
。A

T
P

は
生
物
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
通
貨
と
よ
ば
れ
、
生
物
機
能
の
中
心
に
位
置
し
て
い
る
。
同
氏
の

研
究
は
、
生
物
がA

T
P

を
生
産
す
る
（
合
成
す
る
）
過
程
を
明
ら
か
に
し

た
。
同
時
に
、A

T
P

の
加
水
分
解
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
（
転
換
す
る
）
過
程
、

特
に
、
多
様
な
プ
ロ
ト
ン
輸
送A

T
Pase

が
細
胞
の
内
外
に
酸
性
の
場
所
を
形

成
す
る
分
子
機
構
の
解
明
に
深
く
関
わ
っ
て
き
た
。
二
井
氏
の
業
績
は
以
下
の

三
つ
の
研
究
に
集
約
さ
れ
る
。

１
�A

T
P

合
成
酵
素
（F

-A
T
P
ase

）
の
構
造
と
反
応
機
構
の
解
明

二
井
氏
は
、「A

T
P

を
合
成
す
る
機
構
は
動
物
か
ら
細
菌
ま
で
共
通
で
あ
り
、

遺
伝
学
の
確
立
し
て
い
る
大
腸
菌
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
き
な
進
展
が

あ
る
」
と
考
え
、
ほ
と
ん
ど
研
究
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
大
腸
菌
のA

T
P

合
成
に

注
目
し
た
。
ま
ず
、
大
腸
菌
の
細
胞
膜
を
用
い
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
を
解
析
す

る
系
を
確
立
し
、F-A

T
Pase

の
研
究
を
開
始
し
て
い
る
。
一
九
八
一
年
ま
で
に

F−
A

T
Pase

を
構
成
す
る
蛋
白
質
の
全
遺
伝
子
を
同
定
、
全
構
成
蛋
白
質
の
ア

ミ
ノ
酸
配
列
を
世
界
に
先
駆
け
て
明
ら
か
に
し
た
。F-A

T
Pase

八
種
の
サ
ブ

ユ
ニ
ッ
ト
蛋
白
質
の
構
造
と
機
能
を
推
定
す
る
と
い
う
大
き
な
成
果
を
あ
げ

た
。
こ
れ
は
遺
伝
子
工
学
が
登
場
す
る
直
前
の
成
果
で
あ
り
、
現
在
で
は
考
え

ら
れ
な
い
ほ
ど
の
創
意
工
夫
と
時
間
を
必
要
と
し
た
。
複
雑
な
膜
蛋
白
質
の
塩

基
配
列
（
ア
ミ
ノ
酸
配
列
）
が
、
全
て
決
定
さ
れ
た
初
め
て
の
例
で
あ
り
、
遺

伝
子
を
用
い
て
膜
蛋
白
質
の
構
造
と
機
能
を
研
究
す
る
と
い
う
方
法
論
を
確
立

し
た
。

次
に
、F-A

T
Pase

を
細
胞
膜
か
ら
精
製
し
、
構
成
し
て
い
る
各
蛋
白
質
を
分

離
し
、
も
う
一
度
集
め
て
元
の
複
合
体
を
作
り
細
胞
膜
へ
戻
す
と
い
う
実
験
に

よ
っ
て
、F−

A
T

Pase

が
八
種
類
の
サ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
蛋
白
質
（
α
、
β
、
γ
、
δ
、

ε
、
a
、
b
、
c
）
か
ら
な
る
膜
酵
素
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
。
さ
ら
に
、
生

化
学
お
よ
び
遺
伝
学
の
手
法
を
駆
使
し
て
各
サ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
の
機
能
と
お
互
い

の
配
置
を
示
し
た
。
保
存
ア
ミ
ノ
酸
配
列
に
注
目
し
て
、
系
統
的
に
ア
ミ
ノ
酸

三
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残
基
を
置
換
し
、
活
性
の
変
化
を
解
析
す
る
と
い
う
手
法
に
よ
っ
て
、
β
サ
ブ

ユ
ニ
ッ
ト
に
局
在
す
る
触
媒
中
心
の
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
や
ス
レ
オ
ニ
ン
な
ど
の
残

基
、
お
よ
びH
＋

の
輸
送
路
を
形
成
す
る
ア
ス
パ
ラ
ギ
ン
酸
と
、
ア
ル
ギ
ニ
ン

残
基
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
は
、
一
九
九
四
年
に
発
表
さ
れ
た
Ｘ

線
構
造
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
研
究
者
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
精
製
し
たF-A

T
Pase,

あ
る
い
は
膜
局
在F-A

T
Pase

の
反
応
を

一
分
子
ず
つ
観
察
し
た
。F-A

T
Pase

全
体
の
中
でγεc

10

の
三
種
の
サ
ブ
ユ
ニ

ッ
ト
が
形
成
す
る
部
分
が
、
高
速
で
回
転
し
な
が
ら
次
々
に
化
学
反
応
を
行
う

機
構
を
提
唱
し
た
。
同
時
に
、F-A

T
Pase

が
確
率
的
に
速
度
を
変
え
な
が
ら
回

転
す
る
活
性
状
態
と
、
停
止
す
る
阻
害
状
態
を
平
均
一
秒
間
隔
で
繰
り
返
し
て

い
る
酵
素
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
こ
れ
は
酵
素
反
応
に
新
し
い
概
念
を
提
出

し
た
も
の
で
あ
る
。
あ
る
種
の
細
菌
のF-A

T
Pase

が
ヒ
ト
の
も
の
と
は
大
き

く
異
な
る
こ
と
が
最
近
明
ら
か
に
な
り
、
感
染
症
薬
開
発
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な

る
と
考
え
ら
れ
る
。
基
礎
的
な
研
究
が
創
薬
に
及
ぼ
す
波
及
効
果
で
あ
る
。

２
�A

T
P

加
水
分
解
に
よ
るH

＋

の
輸
送
機
構
の
解
明

生
物
はA

T
P

を
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い
る
か
。
こ
の
疑
問
に
対
し
て
、
二
井

氏
は
い
ろ
い
ろ
な
方
向
か
ら
研
究
を
進
め
て
き
た
が
、
特
に
注
目
し
て
き
た
の

は
、A
T

P

を
加
水
分
解
し
て
得
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
てH

＋

を
輸
送
す

るA
T

Pase

で
あ
る
。

一
つ
は
、
胃
酸
を
分
泌
し
て
い
るH

＋/K

＋-A
T

Pase

の
研
究
で
あ
る
。
二
井

氏
は
こ
の
酵
素
の
遺
伝
子
を
同
定
し
、
塩
基
配
列
を
決
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、

二
つ
の
サ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
の
ア
ミ
ノ
酸
配
列
を
明
ら
か
に
し
た
。
反
応
機
構
や

A
T

P

結
合
部
位
に
至
る
ま
で
、
こ
の
酵
素
がN

a

＋/K

＋-A
T

Pase

に
類
似
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
た
。
ま
た
、
胃
壁
細
胞
に
局
在
す
る
特
異
的
な
転
写
因
子
が

関
与
し
、H

＋/K

＋-A
T

Pase

の
遺
伝
子
が
読
ま
れ
、
胃
壁
細
胞
の
形
質
膜
に
局

在
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

二
つ
目
は
、V

-A
T

Pase

の
研
究
で
あ
る
。
二
井
氏
は
マ
ウ
ス
を
主
な
材
料

に
、
内
部
が
酸
性
の
オ
ル
ガ
ネ
ラ
（
細
胞
内
器
官
）
に
注
目
し
た
。
酵
母
の
液

胞
（V

acuole

）
に
局
在
す
るV

-A
T

Pase

（V
acuolar

A
T

Pase

）
に
対
応
す
る
酵

素
が
オ
ル
ガ
ネ
ラ
膜
に
存
在
し
、
内
部
を
酸
性
に
し
て
い
る
こ
と
、F-A

T
Pase

と
は
構
造
と
反
応
機
構
が
よ
く
似
て
い
る
が
、V

-A
T

Pase

はA
T

P

合
成
酵
素

で
は
な
くA

T
P

を
加
水
分
解
し
、
サ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
の
回
転
を
伴
う
機
構
に
よ

っ
てH

＋

を
輸
送
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

３
�H

＋

を
輸
送
す
るV

-A
T
P
ase

の
生
理
学
的
意
義
の
解
明

A
T

P

の
加
水
分
解
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
てH

＋

を
輸
送
す
る
機
構
は
、
生

物
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、H

＋

輸
送
の
組
織
や
細

胞
に
於
け
る
生
理
学
的
意
義
は
、
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
二
井
氏
は
哺
乳
動
物
の
肺
や
腎
臓
、
精
子
、
神
経
等
に
お

三
九



い
て
、
少
し
ず
つ
構
造
の
異
な
る
イ
ソ
フ
ォ
ー
ム
を
持
つV

-A
T

Pase

を
発
見

し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
多
様
な
生
理
機
能
を
持
つ
こ
と
を
示
し
た
。a

サ
ブ
ユ
ニ
ッ

ト
に
は
、a１

,a２
,a３

,a４

の
イ
ソ
フ
ォ
ー
ム
、d

サ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
に
はd１

,
d２

の

イ
ソ
フ
ォ
ー
ム
を
見
出
し
た
。
破
骨
細
胞
の
骨
に
面
し
た
形
質
膜
に
はa３

と

d２

イ
ソ
フ
ォ
ー
ム
を
持
つV

-A
T

Pase

が
局
在
し
て
い
た
。
こ
のV

-A
T

Pase

はH

＋

を
分
泌
し
、
骨
表
面
を
酸
性
に
し
、
骨
吸
収
を
通
じ
て
骨
代
謝
の
恒
常

性
に
関
与
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、a３

イ
ソ
フ
ォ
ー
ム
を
欠
失
す
る
と
、
骨

が
異
常
に
硬
く
な
る
大
理
石
病
を
発
症
す
る
。
さ
ら
に
、
破
骨
細
胞
が
形
成
さ

れ
る
過
程
で
、
こ
の
特
異
的
なV

-A
T

Pase
が
形
質
膜
に
局
在
す
る
よ
う
に
な

る
こ
と
を
示
し
た
。
こ
の
発
見
に
よ
っ
て
、
形
質
膜
のV

-A
T

Pase

が
骨
粗
鬆

症
薬
の
新
し
い
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
同
様
な
ア
プ

ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
、E,C

お
よ
びG

サ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
の
イ
ソ
フ
ォ
ー
ム
を
持
つ

V
-A

T
Pase

に
関
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
二
井
氏
は
神
経
、
膵
臓
、
甲
状
腺
、
等
に
あ
る
分
泌
顆
粒
に
、
特
異

的
なV

-A
T

Pase

が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
顆
粒
の
内
部
を
酸
性
に
し
、
イ
ン

ス
リ
ン
な
ど
の
ホ
ル
モ
ン
や
神
経
伝
達
に
関
わ
る
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
や
セ
ロ
ト
ニ

ン
の
分
泌
に
関
与
す
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
逆
に
細
胞
が
蛋
白
質
な
ど
を
取
り

込
む
過
程
、
例
え
ば
腎
臓
の
細
胞
が
尿
中
か
ら
蛋
白
質
を
回
収
し
、
リ
ソ
ソ
ー

ム
に
運
び
ア
ミ
ノ
酸
に
ま
で
分
解
す
る
過
程
に
もV

-A
T

Pase

の
形
成
す
る
酸

性pH

が
必
須
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
た
が
っ
て
、V

-A
T

Pase

の
欠
損
に
よ
っ
て
酸
性pH

が
形
成
で
き
な
く
な
る
と
、
分
泌
や
取
り
込
み
が

で
き
な
く
な
り
、
多
く
の
疾
病
の
原
因
と
な
る
。

生
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
根
本
に
関
わ
るA

T
P

の
生
産
とA

T
P

エ
ネ
ル
ギ
ー

転
換
機
構
を
、
二
井
氏
は
系
統
的
に
研
究
し
、
そ
の
解
明
を
分
子
か
ら
細
胞
へ

と
展
開
し
た
。
ま
た
、A

T
P

の
加
水
分
解
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
酸
性pH

が
、

細
胞
生
物
学
的
に
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
疾
病
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と

を
示
し
た
。
研
究
成
果
は
、
生
化
学
や
細
胞
生
物
学
の
原
著
論
文
や
国
際
的
な

教
科
書
に
広
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。

主
要
な
論
文
・
著
書
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